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 クラブ奉仕委員会     

           

本日の例会  

クラブフォーラム     ～委員会活動報告～ 
 

次週の例会   

クラブフォーラム     ～委員会活動報告～ 

～ラ イ ラ 報 告～ 
 

 青少年奉仕委員会           
              

インターアクト例会のご案内  

６月１０日(月)  休会 期末考査のため 

６月２４日(月) １６：３０～ 於：筑陽学園高校 

今後の予定 

みんなのために 
会長 時札正文 幹事 影山裕樹 

 

 

No.1996 2019.6.4 

2018～19 年度 
国際ロータリーのテーマ 

 

 

２７００地区テーマ 

 

 
寛容と思いやり そして和の心 
ガバナー  岡 野 正 敏 

 
クラブ方針 

 

 

ＲＩ会長    バリー・ラシン 

【なでしこ 

写真協力：写楽の会 天野繁君】 

 

☆☆    ロ ー タ リ ー 親 睦 活 動 月 間    ☆☆ 

委 員 会 報 告 
 

ロータリーレート変更のお知らせ  

６月レート：１１０円（５月：１１２円） 
 

定例理事会・次年度理事会開催のご案内  

本日例会終了後行います。 
 

例会変更のお知らせ  

糸島ＲＣ  ６月７日(金）⇒６月８日(土） 

創立５０周年記念式典のため 

博多イブニングＲＣ ６月１１日（火） 

創立７周年記念例会 
 

例会休会のお知らせ  

福岡イブニングＲＣ ６月１０日（月） 

定款第８条第１節Ｃ 

 

会 務 報 告 

 6 月 4 日（火) ＣＦ （委員会活動報告）  
 

 
 

四つのテスト ◎真実かどうか ◎みんなに公平か ◎好意と友情を深めるか ◎みんなのためになるかどうか 

 

 11 日（火) ＣＦ（ライラ報告・委員会活動報告）  
 

 
 

 18 日（火) 夜間例会  
 

 
 

 25 日（火) 会長幹事退任挨拶  
 

 
 
会長幹事就任挨拶  
 

 
 

 7 月 2 日（火) 



前回の例会記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラブ奉仕委員会 

 

 

 
 

「奉仕の理想」 

塩月啓司ソングリーダー 
 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

 
委 員 会 報 告 

 

 
 

阿部隆雄君 

 
 

 

  

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

中西孝昌君ご尊父様弔事 

北海道サロマ町３９．５度等暑い一日・ 

トランプ米大統領来日・博多座２０周年・

薬特許料のお話 

末永直之パストガバナー訃報 

九州国立博物館特別展ご案内紹介 

 

 

 

 

  会 長 挨 拶 

 

 
 

福岡城東ＲＣ 樋口健蔵君 

福岡西ＲＣ  陶山秀昭君  

加茂民雄君 
 

 
 

 
 

☆筑陽学園高校写真展のご案内 
 

 

 
 

 

 
田代雅人君  社会奉仕委員 副委員長  

今村次美君  米山記念奨学委員会 委員   

川添廣志君  ロータリー財団委員会 委員 

地区補助金・グローバル補助金小委員会 委員 

資金推進・年次基金小委員会 委員 

 地区委員委嘱状授与 

 
 

 
 

☆夜間例会のご案内 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

☆会葬お礼 

☆ゴルフ同好会コンペの件 
 
 

 
 

 



 
 

樋口健蔵君(福岡城東ＲＣ）先日、曲水の宴では米山奨学生と共にお世話になりました。 

時札正文君  ２６日は北海道で３９．５度でした。今日の大丸は２６度！涼しいです。 

中西孝昌君  先日は誠にありがとうございました。 

前田健吾君  次年度理事の方々、先日の地区研修協議会の報告をよろしくお願いします。 

川添廣志君  ６／１（土）夜７：３０から九博ホタル観賞会があります。当日は夜間開館です。

九博特別展もあっています。 

成川禎道君  今日は何の日？「花火の日」です。１７３３（享保１８）年のこの日に江戸両国の

川開きで、八代将軍吉宗公が、前年の大飢饉とコロリ病による死者の霊を慰め、悪

霊退散を祈願する「水神祭」として打上げたのが始まりとされています。 

浦田秀徳君  地区協議会の報告よろしくお願いします。 

有村康博君  遊ぶのにいい時季になりました。 

本岡懃一君 萩尾紘一君 遅刻しました。申し訳ありません。 

井上孫紹君  早退します。申し訳ありません。 
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☆臨時理事会議事録報告 

☆ライラセミナーの件 

☆委員会活動報告発表の件 

☆定例・次年度理事会開催のお知らせ 

☆例会変更・休会のお知らせ 
 
 

 

  会 務 報 告 

 

 
 
 

  

      
前田次年度幹事         会長幹事部門        会員基盤向上部門 

                上田次年度会長     用松次年度クラブ奉仕委員長 

５月２８日  計  ２２,００２円 (>_<) 

同 日 現 在 合 計 ８８８,２７７円  (>_<) 
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米山記念奨学部門     ロータリー情報部門       社会奉仕部門 

今村次年度国際奉仕委員長   津田次年度Ｒ情報委員長   長井次年度社会奉仕委員長 
  

      
   国際社会奉仕部門       青少年奉仕部門        職業奉仕部門 

新田次年度国際奉仕副委員長 神代次年度青少年奉仕委員長  西中次年度職業奉仕委員長 

圓藤泰久君！おめでとう！！ 



 

 

 

 

 

                              
  

        
 

 

 

 

              

 靖国神社の境内にある遊就館に「花嫁人形」が沢山奉納されている。その中に 

北海道出身の佐藤武一命の母親であります佐藤ナミさんが、亡き息子にせめて花嫁人形を抱か

せたいとの思いで綴った手紙がありますので紹介します。 

武一よ、 

 武一よ、あなたは本当に偉かった。二十三歳の若さで家を出て征く時、今度逢う時は靖

国神社へ来てくださいと雄々しく笑って征ったあなただった。どんなに厳しい、苦しい戦

いであっただろうか。沖縄の激戦で逝ってしまったあなた。年老いたこの母には、今も二

十三歳のままのあなたの面影しかありません。 

日本男子と生まれ、妻も娶らず逝ってしまったあなたを想うと、涙新たに胸が詰まります。 

今日ここに日本一美しい花嫁の桜子さんをあなたにささげます。 （後略） 

 この花嫁人形の傍らにナミさんが馬と熊の親子の木彫りの像を添えています。馬や熊で

さえ親子睦ましく生きているのにと言いたいのでしょうが、何も語っていないのが却って

切なさを感じます。戦争が母子を切り離した切なさがひしひしと伝わってくる。そして、

平和の尊さが身にしみてくる。 

 戦後七十有余年、戦争を体験した明治、大正そして昭和初期生まれの人たちも、やがて

はいなくなってしまう。だからこのような悲劇が二度と起きない国造りを急がねばならな

いと思います。その道は遠くても、次代を担う子供たちへの正しい教育、そして躾しかな

いと思う。 

 教育には、家庭教育、学校教育そして社会教育という三つの場がありますが教育おいて

何よりも大事なのは家庭の役割だと思います。家庭において、人間としてその土台をしっ

かりと築いていなければ、その上にいくら学力を積んでもそれが花開くことはありませ

ん。 

 人間教育の真の基礎は家庭であって、しかもその８～９割が実は母親の責任であると言

われています。 

 国民的幼児教育の師父と言われる森 信三氏の遺訓に次の教えがあります。 

  １ 朝起きたら必ず親に挨拶をする子にすること。 

  ２ 親に呼ばれたら、必ず「ハイ」と、はっきり返事のできる子にすること。 

  ３ 履物を脱いだら必ず揃え、席を立ったら必ず椅子をもとに戻す子にすること。 

それ以外は無用である。 

そして、躾にも適期があり、できれば「ツ」のつく年齢までに身につけさせたいものです。

（一つ～九つ） 近年、親殺し子殺し、はたまた無差別殺傷事件が後を断たないが、これ

らの現象は、敗戦によって歴史も伝統も文化も日本の全てが否定されたことに起因してい

ると思います。今からかなりの年月を要しますが、日本人の気概と徳性を取り戻すために、

我々大人が真剣に取り組む課題だと思います。     太宰府ＲＣ会員  成川禎道 


